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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

982t 510t

達成状況
の分析

①諏訪湖に係る水質浄化工法について、水草刈取船を導入し効率的に実施できたことから目標以上の水草除去量を達成するこ
とができた。

主な取組

✓河川環境の改善
・水質浄化工法として、水草除去や覆砂等を実施し諏訪湖の水質改善を
図る。

✓支障木伐採
・観光地において景観阻害となっている立木について伐採を行い環境改
善を図る。
（ビューポイント伐採2箇所）

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

3.16 3.16

342,225324,642

職員数（人）

うち一般財源 305,436 342,943

510t

成果指標
設定理由

①河川環境整備につながる目安として設定した。

合計（A) 401,914

総合的に展開する
重点政策

4-1 県土の強靭化

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
○川の役割は、治水だけで無く、生物の良好な生息・生育環境に配慮し、あわせて美しい自然景観を保全あるい
は創出がある。これを達成するため「多自然川づくり」を積極的に推進しています。

【目指す姿】
○豊かな自然と美しい景観あふれるまち・むらづくりを目指すため、未来を見据えた社会ストックの有効活用を
図るとともに、豊かな自然環境を活かした多自然川づくりを推進し、河川環境の保全を図る。
○多様な主体の連携による地域振興の基盤づくりを目指すため、地域ニーズをくみ上げ、新たな視点による社会
資本整備を図る。

【実施内容】
環境改善、かわまちづくり　　など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

4-5 地球環境への貢献

①諏訪湖に係る水質浄化工法を実施するうえで必要な予算を十分
確保すること。また、水草除去による効果の検証が課題。

①モニタリング調査を継続実施していくとともに、第7期諏
訪湖水質保全計画に位置づけられた覆砂を実施していくこ
とで、諏訪湖の水質改善に寄与していく。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

kasen@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 県民の豊かさ全国トップレベルを維持

課・室

事業番号 11 05 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 良好な河川環境の創出に取り組む事業
部局 建設部

実施期間 M14

河川課

374,736

77,272前年度繰越

予
算
額

現計予算 319,663

452,008

達成

82,251
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］
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4

諏訪湖における水草
刈取り船によるヒシ
除去量

3

2

目標値H30年度 R１年度

515.2t

諏訪湖のヒシ刈り

ヒシ刈取り前水草刈取船

寝覚の床寝覚の床

↑諏訪湖：水草除去
JR

JR ←木曽川：支障木伐採
JRの車窓からの寝覚の床への景観

を確保した。
着工前 完了
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1 県単河川環境改善事業 直接 県内一円において、河川区域内の草木除去等を実施した。

2 県単河川環境改善費
100,000 109,395

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 河川環境整備事業 直接
諏訪湖(岡谷市、諏訪市、下諏訪町)において、植生水路工、環境調査
等を実施した。

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

1 河川環境整備費
224,642 232,830

千円 千円

建設部 課・室 河川課部局事　業　名 良好な河川環境の創出に取り組む事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業番号 11 05 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）
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